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中之条町は、群馬県の北西部に位世しており、盆I也、河岸段丘、丘

陵地、山間部と地形の変化に白んだ自然豊かな環境にあり、また、国

指定の重要文化財である日向見薬師堂や富沢家住宅をはじめとして、

県指定、町指定の文化財や史跡に恵まれた町です。

近年、中之条町では土地改良事業などの開発に先立つ埋蔵文化財

の緊急発掘調査がきかんに行われています。横尾地区のは場整備事業

に伴う発偲調査は、平成 3年度から笑施しており、平成7年度は、桃

i頼泣跡A区の調査を実施しました。当地は、町指定史跡である 「桃瀬

の水斗Jの近辺に位置し、以前から逃物の散布地として知られていま

したが、発掘調査により、古墳時代から平安時代の住居跡などが検出

されました。

今後は、調査によ って得られた資料を保管 ・管理するだけでなく、

有効に活用する方法についても積極的に検討したいと考えています。

最後になりましたが、今回の発掘調査の実施にあたり、ご指導ご協

力をいただきました関係各位に対して深〈感謝申し上げます。

平成9年 3月31日

中之条町教育委員会

教育長中濃恒夫
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本当は、りよ常ほ場整備が業鰍尾地区に伴い、'1'之条町教育委主i会が半成 7年度に実施した、桃i*lij也跡A

b互の発1m;調査概要報告書である。

本遺跡、は、群馬県吾占 mí中之条町大7 横尾乍竪岡に I~rイI する ロ
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桃瀬遺跡A区の発掘調査は平成7年 8I1 9日から平成7年lon9 rIまで行い、】立物ï~U型および報f(2.Hl

成l:lド成8年度にjiった。
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l 造物;J.fiWJ 開中の断面)，~ i(4線は際問て' };: し 、 }j位記号は座標~t を示すe

2 訓告区全体図に釘けるえ 7 リ ーントー/は、ぷ1~i1レンチの位置を不し ている 。

3. jj'W，実山l図的縮尺は次の通りである。

，):1 i't医全体図 1 300 五回跡 柵列跡 ・満跡 1/60 

4 立梢 ・1I2物五点の紡Rは統ー していない。
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第1章調査に至る経過

県営は場事F備が;[横尾上也区は、 '1'之条町の東部、 r，久rn川町イ了l，ιに位置しており、約154ha内面的を jljめ
ている。この地区には、奥山Ht:遺跡、 u久保泣跡な どの周知的ill跡が多数存庄しているほか、平成2年度に
行った本地1"円分布調査により 、t川主文化111の包蔵J也がIl:範i川に及んでいることがiりlらかになった。ニのた

め、渋川土地改良 'f(務所止ぴ町農林ぷ七J也改良係と協議を行った結果、道水路苦11分liぴiij可能が破壊される1;1)

i一部分については埋蔵文化財の発掘 1J，~j貨を'x地し、記録u存の措置を講ずることとな っ た 。

第 2章遺跡、の住置及び周辺の遺跡、

中之条町は 1tI: 同県の北西部、苦 u. m;の~[古11に位置する 。 <1'央官11 を rq 万川が、東部を名久出川が南 i正 し、 南

部を流れる否』i川に注ぐ。これらの河川町介流点付近には'1'之条盆地と呼ばれる山HlJ佐I也が発達している。

また‘ 上記河川町流域に数段の河lF段Ji:が発達し、吾長川流域の河岸段丘上に中之条町、吾妻町の市街地カ・

形成され、他の河川のがI岸段丘上にも、ド周l面を中心に住宅地や耕地が形成されている。

は場笠(崎'11'業が'x砲される横1ιI也[メは、 中之条町の京都に{立位する。地区南点古11の低台地から、北東部向

丘陵地に至るまで起伏に白んだ地形をイ!している。、v成 711:'1.主に淵在を実施した桃i軒ぼI跡A区は、 中之条町
大T横l{ 'f'~ま|品1に所在する。中之条 rli街地内北東約1.5km、周辺145号線の西側に位illし、名久出川むlPのがI

i主段丘に桃i頼川を挟んで接する JI'陵地の点1則斜面に立地する。傾向は360m前後、.泊先地の現況は主に畑で

ある。

本遺跡周辺では、これまでにむは場幣1柑11'業の実胞に1'1い七日 rli遺跡(A' B区J、中沢遺跡(A' C区上

小塚遺跡、桃i頼遺跡 B 区が調査されている 。 いずれ ~r， 久間川お中の河岸段丘 上に山地しており、 t'l杭 II，~代

から来良平安時代の{主脂肪:、 FA F水間跡などが調査されている。航尾地区ではこの他に、純文時代的奥山

Ii;i:遺跡、 ~ iJrt時代的集落跡とされる長久保遺跡、干沢m跡、 i':，~i It遺跡などが知られている。

さらに名久IJI川の下流域には、以前に調査された遺跡や周知の遺跡が存在している。r，久田川左岸町、l'地
区にli、町史跡の樋塚山噴をはじめとする平古坑群のほか、縄文時代且ぴ古墳から平安時代の下平遺跡や弥

生後期か旬、l'安時代の下民向遺跡 '目11Iil'i跡等があり、やや |二流町大塚地区には、純文から平安時代のfi.1 

}且泣跡、布川i1!湖、等がある。また、 }'ili川との介流向付近の伊勢町地区には、 811t紀のポ台瓦窯遺跡や事l、'1'.

後mJから'1'1)1，のポ相1 1 ・ 川端 ・ 上 1J;(i立湖、~' がi'r ú している 。

第3章調査の方法と経過

本i立跡については、 '1'成6年12fJ14f1か旬、F成7年 31110日にかけて試掘調慌を実施した。この式1M，制作

でli、は坊がWiの'J¥，ZrHiihjにJ去っ'いて、朝rri止される道路部分にトレンチを設定して泣附の隊認を行った。こ

れにより、 3刺の怪穴式fEl斤跡などが(，'((必された。Lかし、 illtNi-6在認血としたローム附まて1屈り下げた結決、

削半してLまったよ¥'W'iLあった。

本調宜は、平成 7"1'-8月9RからHH始Lた iti械が確dされた道路部分について、B剣先区を設定して訓告

を実地したが 調査l互の設定に当たっては、既存の道路を践すことと、傾斜地における凋査となるために安

令件を Y;I.æ~に入れて行っ た。従っ て、訓1'1: 1メ肢が極的て限定されることにな っ た

1 



第2図遺跡の立地と周辺の遺跡(1 /25，000) 

金網.I"，A[.( l 俺凋dI跨 Hl~ LlI市..除AI' 仁U，!"IJ今日[.( !i '['~jJJf AL，( 6 中J(，fHor[，( 7 '1以遭勝

齢 別山1"..11:偽 9. 1"久保a跨 W. fiJ(，1硲 11 ~;/'.跡 !2樋嵐山lJ1 n. f 1'-011脚 14 H>i.，!'li，fJ今

15. '1'rlll，lI"， 16_ ，It t ~誕1t M 17 _ J;.i泊d1'停 " 人 t，'l(~ iJ"， 1'A人伸a跡 加川靖直跡 21. J)J良，，..

- 2 ー



ぷ上町lf.ll目IIは弔機で行い、その後、人}Jによるill十'，YfP首1.2.{1::業を行った。また、1'"家座開を Jょに測).::析;を適

I'i設置したほか、本fV，iJllJllを行い.ベンチマークをぷ;目した。なお、測日杭のぷ置に際し、 I世.:l!的なグリソ

ド配置は特別行わず、例えは¥X=66345. Y =-86585の地点は345-585Gの様に、位iIi..N./J";については、極

限JI~のド 3 桁の数 'iーをifIいてよした。これは、広範IJfjにHl...~.::構lι地区遺跡r.干のすべての遺跡に通用する呼柏、

を得るためである

験iれされた &hY~については 、 YllJ-.除 i、作業を行った 後、 '1' ・ 断 1M凶を作成し、あわせて 、モノクロ l止びリ

パ サノレによる'lJ-J'f搬出五を行った。 J4椛'1'断凶l図は1/20で、調作|正全体図は1/100の縮尺で作成した。凋奇

的終 f後には、 flfび弔機により JII1的反しを1fった。現場での調ffは、干成 7Jド¥0月日 111こ終了した。

第3図 桃瀬遺跡A区調査区設定図(12，500)
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3号住居跡全景 3号住居跡出土漬物

4号住居跡

155-770G に位目する 。 点半部分は、 "^I~i調査時に円1) 、ドされたため、全体の 1 /2 の調盆である。規悦は市

~tI~J で 5 ， 18m を測る。

ロームプロ， 7を含む (H偶色土でr.+:を貼って釘り、、l'jfl，で眠〈締まる。壁はほぼ弔l立に立ち kがり、銭イp

!笠 I~':j，ま11;(大で45cmである。柱穴は凶慢と 1J.j'笠に接Lて 3-1>'ヵ、検IJIされている。

泣物は、 t:.r.lli ?"p+のはか、 i→r.1lîr.1);)\、 ~fi.'J!:持片が出土している 。

4号住居跡全景

5号住居跡

1I0-765Gにf¥i:i町する (j:~I;. 跡の大下カ‘"^掘調査

て'I'jl)干されたため、凶喧部部i分のAの

まつた。形状l且止ひ脱t快佐は不:砂明9別l であるカが{、 i件市+判.j~北仁 H附;日削i刊l でで弘3 .40

m を拙抑測11るo

ロ ムまて日!}'!iibんで11、としている。伐山市山は最

大て'''29cmで.川叫が一部検出されている 住!Ji範間

内においてビ γ トが2J，!:検出されている 甑土の状

態から住1，1;'跡に11'う Lのと巧えられる Lのの、断定

はできない

また、 fJJ，';'跡に11'-j ill物も検出されなかった。

一 7
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5号住居跡全景
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第9図 5号住居跡実測図

自

" 

3降、

8' 

4り(1"':"

1 
1 

N 

眼目崎色 t ロ ムプロ タ 1'1 微鼠!ロム
プロタ吟， .量"ロ iプロ

， )に微風ド ，-rロク小

微対

e' ・"憎色 t ロ-，ブロ クサ ，.量制ロ 4

プログ 1'1' 11¥'以トミプロタ
l小 d敵対 FAプロ ク 1'1' (.積
以

8 8' 

13-2 

C C' 

4 

て Y

。 函 :!n. 2 • 
令

，， \i!III;~ 

l 制，~色"問 B ・H，多量長。 F..... プロ タ '1 
f議jJ Fミプロ タ'i'微耐

2. 1;;州色 t ト1ブロク{づ 含む
合 帽!制色 i トAプロ ク lサ 徹鼠，トヘプロ

ク '1"，lt韻
f!1，A;内陸f ト
自制崎色 t ロ dプロ ク"J- ;tむロムア

ロ タl'I'，:rt;，ロームプロ ， ，人~
む F.....，;:プロタ !.+ at耐，f 
Aプロク中徹肱

.陶色 o ムプロ タ t小~む . 0 ムプ

ロ タ..磁1Ii:，ロームプロ タ人!

僧~
員側色1 ローム 1仏土.句"嶋色l.l;h起人
噸岡崎色 FAプロ ク叶、 IttJ 



第 2節 その他の遺構

1号禍列跡

100・110ー765Gに位置する。54:向性ンヘ;が検出さ

れており、性穴IBJは、1'16)で1.80m、深さは平均で30

cmである。内側が調査区外となるため、制立柱建物

跡である可能性も与えられる。

担i土は 2-31Mに分け句il、いずれも FAプロ y

クを若 r含んでいる。
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1号禍列跡全景。。
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第10図 1号柵列跡実測図

1号溝跡

。70ー755.760G且び065-755'760Gに位Jiする。 3荘内}jrtr]に延びているが、一部か試掘調査で削平され
てしま った。

断面の形状は、訓告で区の丙端書1¥のみi且fI形て¥その他では2f止となっており、 J:.i1[)が長万形の利形て ι
部はさらに }j形の桁形を証する。特に'1'央部南側で証明再なテラスを有Lているが、東に向かうほど耕作によ

る削平を受けている。このテラスには40-50cm大の礎がJ祈えられていたほか、 m榊雌必而から再i上中1Mにi'
るまで大小の艇が多数検出された。

溝上隔は 1mliij後、テラスを有する古1¥分の下幅は10-15cm、政認I面からの深さ IHOcm前後て'ある。

造物は、制 Lcη上府か句陶磁器j'lが1IL1::している。
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2号溝跡

070 7S5. 760 Gに(，;:;tiする iU4品に'1"1Jして点[Ilj}j 1{1]に妊びている 断，("をU14する以リては、 1~;-i品

より L111'1. 、 附rJfJiの形状は、緩やかな U'i引を'1¥する 、

iNJ~Mは 11 Ocm liij 後、(J'u:，.2， 1ft!からの泌さは、 4()-7Ilcm.'''(lfIjかり隙が検:Hされているが、千 j"1'る 1~;'i:IVJ の

叫にね|にはほとんと礁は:tまれていない
心付Jは 出|の!.1Mかり陶凪日;;:!'I由、数}'，i!¥1-_ Lている
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1号溝跡遺構確認状況 1号満跡全景

1・2号溝跡全景

第6章 まとめ

仇漸ili跡A以内問辺地l立、以前から市町I時代的地物の散布地として知句れてきたか、ノ}jll]の訓H'正によ って

5 '~I の与を穴式IU，~跡などの泣椛が検出された 。 (i:.IJt;-跡の年代は、出土遺物により市町時代'i'JijJから。ド瓦時代

と 4 えりれる 。 なお、住出跡的w.上 l大1や泣例外の泣物として ~{J、生時代後期 、 出!j't時代，i;ïjijllこ，j良吋する ! 日品片

IJ HI =fしていることから、当該期!の泣怖がitI跡内に拘イ「する可能性はある Lのの、この円については今後の

訓貨を待つはかない。

ところで、本法制:内には、町指定史跡 「桃漸の水平」がある。水平遺跡は、苦lim;来日1¥にのみ桟る遺跡て、

':1:' ~\専の取リ立ての際に拷問の水fiめに{密閉されたと!ムえられ、 τl' でも 「桃瀬の本ヰ J IまM:むIf.(引を残して

いると"われている 。 設置された年代は、戦l吋時代に rn~弘氏が岩稲城主であ っ た頃と ιj丘 IU，初期的iIl lll 市r点

則氏が~(i -i~ て'あ っ た時代とも言われるか、山文，i?t事的資料が残っ ていないためぶしいことは解 っ ていない。

今[jl].耕作した 1・2号構は‘この 「桃瀬の本"i'Jの東側に筏するように検出されている itt仙の検出状況

からニれらの渦は、 r ;K'ドJ 遺跡に I~Jili した施112 とも考えられたが、今回の調貨では、年代を特定できる ill

物か11¥1:していないため、 「水卒」との|問J1!については残念ながら不明である。
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付編平成7年度実施の試掘調査の概要

、l'Jjx 7年度には、l11'函IJ.toJb!.~~H'r>;' 1:f榔 J 己I也l止め!ド'L:Jミ胞に先占L ち、本編で概要輔if'? を行った桃柑晶立跡A 区

の本1~:，Jftに IJII えて、 l'成 7 ・ 8 年度に1:. '1川、京地さ札たlメ域について、 m椛の有無l土び純l明を雌認するため

の，;Alf.l:調査を問r，HrIiDlJ'I''Lとして'J!.地した。
ぷlf.I:，澗11'を実地した地内l立、 '1'之条町大'i:liYilCn"久保地内にある。ニのI也は、航IOI!![>{の市川部にf.!I:~置

し、京11刊を除〈 三五を低丘陵に囲まれた地域である。付近には、長久保遺跡として俳潟県遺跡台帳に記載さ

れているiii跡が存心するほか、千成 211:'1，旦に'λ地した倣4¥地区における分<¥i;lI.¥llEでは、 1二日誌)lb数片採取さ

れている ニ-iLたことから、新脱に.注目されるi立 本路部分について、トレンチを，泣~ょ して政ELEz淵在を実

地することになった。

、 l' 成 7 年度中に 仁~，が実施された *11刊部分については、 1ド成 7 年 7 H 7日から 8J!2Uにかけて行い、8

.tj:.J!l r. 'I -~部分については、平成 8年 2 ，12 L1から 3 1127日にかけて行った Lかし、トレンチの、ド 断面に

むいて、遺構 ・建物は碓認さj["か った。

平成7年度試掘調査実施位置図(1/25，000)
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